
〈全国消防最前線 108〉

●平成 27年度消防防災科学技術研究推進制度
通信指令専科教育導入プロジェクト
通信指令専科教育導入プロジェクトによるモデル専科教育
－通信指令業務の実際と展望－
 
●「危険物の規制に関する政令別表第１及び同令別表第２の
総務省令で定める物質及び数量を指定する省令の一部を
改正する省令（案）に対する意見公募の結果及び省令の公布」の概要
（消防庁危険物保安室）
 
●特殊環境下での救助活動をテーマに高度救助隊が考案した救助器具での引揚救助
（松山市消防局）
 
●平城西中学校区で「子どものための心理的応急処置（PFA）」研修会を実施
（奈良市消防局／奈良市消防団）
 
●消防法上の措置命令に係る履行期限の徒過と当該命令の効力についての意見について
（元 佐世保市東消防署長 石田良文）
 
●連鎖する災害 ～台風第 10号が東日本大震災の被災地に
（ジェネスプランニング株式会社 代表取締役 工学博士 三舩康道）
 
●米国の消防に学ぶ 消防職員の不祥事予防の具体的対策
（一般社団法人 日本防災教育訓練センター 代表理事 サニーカミヤ）
 
●石油暖房機の事故件数の推移と事故防止への取組み
（一般社団法人 日本ガス石油機器工業会 石油機器業務委員会委員長 渡辺美幸）
 
●さらなるガスコンロ火災事故の防止に向けて
（一般社団法人 日本ガス石油機器工業会 ガス機器業務委員会委員長 星野克也）
 

●北国の消防現場での防寒対策「肌着一つで、冬の現場がこんなにも変わる！？」
（ルポライター 安藤健一）
 
〔その他消防関連記事〕
●投手・野手の二刀流にちなみ、２枚組の防火ポスターに登場！北海道日本ハムファイターズ 大谷
翔平選手への火災予防感謝状の贈呈式（札幌市消防局）
●〈ご案内〉第 25回全国救急隊員シンポジウム（（一財）救急振興財団）
●本誌連載中の「イグアナ伝吉シリーズ」の著者・那之津マイク氏が九州大学病院で「大規模災害
と消防」について講演
●「外国人来訪者等が利用する施設における避難誘導のあり方等に関する検討部会」を開催（総務省
消防庁）
●「第 47回登録認定機関ＪＥＡ誘導灯認定委員会」等を開催（（一社）日本照明工業会）
 
〔消防評論〕
●消防・防災のさらなる国際化の推進を
 
〔時の視点〕
●南海トラフの新たな地震防災
～どうする 大規模地震対策特別措置法～
 （ＮＨＫ解説委員 山﨑 登）
 
〔連載〕
●災害現場における救助活動のための日本の伝承技 １〈新連載〉
  （今野利弘）
 
●救急活動事例研究②
・ホームページを通じた学習と情報共有
（北海道救急医学会救急隊員部会 ホームページ委員会委員
北見地区消防組合消防本部 髙橋府史
滝川地区広域消防事務組合 粥川正彦
釧路市消防本部 森 豊）
・救急隊員の教育における災害図上訓練（DIG）の活用
（下関市消防局 松下雄一）
 
●今さら聞けない資機材の使い方 44 搬送用資機材
（留萌消防組合留萌消防署 網谷早翔）
 

●解説！消防業務エッセンシャルズ第６改訂版⑯
チャプター 16 消防放水～水と泡の特性を最大限に活かせ !! ～
（㈱日本防災デザインＣＥＯ 熊丸由布治）
 
●よぼうかかり覚書 ９ よぼう事務の根拠と解釈
（消防ＯＢ おがわこうへい）
 
●〈気づく・気遣う・支援する〉３つのステップで始める
要配慮者支援「防災コミュニケーター」12〈最終回〉
防災と災害時要配慮者支援の輪を広げていくために
（NPO 法人MAMA-PLUG 代表 ロー紀子）
 
●今役立つ 消防キーワード（防災編）８
「主体は住民であり、消防は『黒子』に徹する」
「地域には、多種多様な『コミュニティ』が存在する」
（緑川久雄）
 
●考えながら学ぶ違反処理法学 55
（違反処理研究会）
 
●消防官のための地方自治法入門 26 ＝テスト問題付＝
（消防大学校客員教授 関 東一）
 
●消防現場におけるペットの救急処置 ２
消防現場におけるペットの観察処置
（（一社）日本防災教育訓練センター 代表理事 サニー カミヤ）
 
●最近の災害（平成 28（2016）年９月）
 
●災害史探訪 108
伊豆大島、割れ目噴火・全島避難から 30年
（その２）ドキュメント 1986年
（防災情報機構会長 伊藤和明）
 
●災害図上訓練ＤＩＧを活用した災害対策あれこれ㉕
ＤＩＧを介した地域防災のデータベース構築
（常葉大学社会環境学部准教授 小村隆史）

●気象災害から学ぶ 95
気象衛星「水蒸気画像」は「暗域」に注目
（青山学院大学非常勤講師・気象予報士（元気象庁）饒村 曜）
 
●ファイヤーファイターに贈る接遇道 46
新人に贈る接遇道
（㈱エンパワー 21代表取締役 能勢みゆき）
 
●ファイヤーダイアリー 2016 70
着工届出が要らない消防用設備等について
（上萬治己）
 
●（続々々）特命：目で聞け 119番・緊急通報！２
―聴覚障害者用 119番受信 システム構築物語―
（文・那之津マイク／挿絵・締込み虎次）
 
●安全・安心の窓 43 黄門的政策の限界
（防災子）
 
●赤色灯 108 高齢者との災害の関係？
（三代目 辺里鼓舞太）
 
●守り人 55 技術による拡張分野 科学探求と中谷宇吉郎
（文・吉田敏治／イラスト・葛窪真紀子）
 
●日本のこころ 能のおはなし 69 謡曲「野宮」
（荒木慶司）
 
●緊急地震速報・津波警報の多言語辞書 ５
ポルトガル語編
～緊急地震速報の多言語辞書に津波警報の表現を追加～
 
●最近の主な通知〈平成 28年９月２日～平成 28年９月 28日〉
・登載通知＝
光警報装置の設置に係るガイドラインの策定について（通知）（消防予第 264号 平成 28年９月６日）
・消防用設備等に係る執務資料の送付について（通知）（平成 28年９月 13日 消防予第 278号）
・消防職員の厳正な服務規律の確保の徹底について（平成 28年９月 26日 消防消第 185号）

●昇任試験実力養成講座 №597
＝共通（消防士長・消防司令補）、消防司令、小論文〔解説付〕
●予防技術検定模擬テスト №102
＝共通、消防用設備等、防火査察、危険物〔解説付〕
 
〔カラーグラビア〕
●大規模停電を引き起こした送電施設等の火災
●阿蘇山の中岳第一火口で 36年ぶりに爆発的噴火
●第 35回全国消防殉職者慰霊際（（公財）日本消防協会）
●世界初！「地域防災と消防団」国際シンポジウム（（公財）日本消防協会）
●第 25回全国消防操法大会（総務省消防庁／（公財）日本消防協会）
●第 25回全国消防操法大会激励交流会を開催
●国際消防救助隊神奈川県内合同訓練
●平成 28年度緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練
●優マーク創設 10周年記念式典（東京消防庁）
●ドローンを活用した消防活動に関する検証の公開実験（東京消防庁）
●第 18回消防関連機関懇親会 ＣＮＲＪ Fire and Emergency Services 18th Annual 
Friendship Banquet
●BEACH WARRIOR 2016（（一社）Total Beach Sports 他 ／日本警察消防スポーツ連盟）
 
〔ファイヤートピックス〕
●災害現場で活用し、効率的な運用を目指す ドローンの運用を開始
（いわき市消防本部（福島県））
●消防・警察・ＪＲ・医療機関と合同で人身事故とＮＢＣ災害の対応訓練
（君津市消防本部（千葉県））
●消防団員定数充足率 100％を目指す！鉄道会社とコラボポスターを作成
（横浜市消防局）
●消防・警察の安全・迅速な連携を図る 山岳遭難合同救助訓練
（阿賀野市消防本部（新潟県））
●秋の紅葉シーズンを前に警戒の強化と山岳救助訓練
（峡北広域行政事務組合消防本部（山梨県））
●送電設備（地下ケーブルと鉄塔）における災害発生時対応訓練
（笛吹市消防本部（山梨県））
●初任教育修了者 17名に対して火災対応救助の教育訓練
（川西市消防本部（兵庫県））
●Ｘ線透視装置などを備えた鑑識・鑑定室の運用を開始
（奈良県広域消防組合消防本部）

〔消防防災の動向〕
●平成 28年度消防防災科学技術賞受賞作品を発表（総務省消防庁）
●平成 28年度消防庁第２次補正予算（総務省消防庁）
●「１１９番通報の多様化に関する検討会」を開催（総務省消防庁）
●平成 28年度消防設備関係功労者等に係る消防庁長官表彰を発表（総務省消防庁）
●平成 28年５月～９月の熱中症による救急搬送状況（確定値）を公表（総務省消防庁）
●危険物安全週間推進標語を募集（総務省消防庁）
●第 25回全国消防操法大会の結果（総務省消防庁／（公財）日本消防協会）
●平成 28年度防火ポスターコンクールの審査結果を発表（（公財）日本消防協会／全日本消防人共
済会）
●平成 28年度全国消防長会役員会を開催（全国消防長会）
●予防技術検定の実施に関する公示（（一財）消防試験研究センター）
●第 69回「都民の消防官」で５名が受章（東京消防庁）
●第５回「３.11 きづなの会」を開催（３.11 きづなの会事務局）
 
 
〔ファイヤートピックス〕
●防火防災を学ぼう！（岩内・寿都地方消防組合消防本部（署）島牧支署・北海道）
●キュンとするまち。藤沢で大規模救命講習（藤沢市消防局・神奈川県）
●学ぼう応急手当！救おう大切な命。（静岡市消防局・静岡県
）
●救急医療の正しい理解と認識の向上を目指して（城陽市消防本部・京都府）
●心肺蘇生法を学ぶ（枚方寝屋川消防組合消防本部・大阪府）
 
●愉快なキャラクターたちを一日救急隊長に任命！（泉州南広域消防本部・大阪府）
●大阪南医療センターと合同で救急フェア（河内長野市消防本部・大阪府）
●むねのまん中をおす！上からまっすぐおす！（堺市消防局南消防署・大阪府）
●救急の日に伴う行事を開催（西宮市消防局瓦木消防署・兵庫県）
●救急業務の普及を願って救急フェア 2016（うるま市消防本部・沖縄県）
 
●埼玉県防災航空隊と合同水難救助訓練 （三郷市消防本部・埼玉県／流山市消防本部・千葉県）
●海外派遣を想定し国際消防救助隊合同訓練（湖南広域消防局・滋賀県）
●水難救助隊が夜間潜水訓練（京丹後市消防本部・京都府）
●技術と熟練度を高めるはしご車操法技術錬成会（豊中市消防局・大阪府）
●顔の見える関係を築く高齢者福祉施設と合同訓練（北はりま消防組合消防本部多可消防署・兵庫県）
 
●音楽のプレゼント！いきいき防火コンサート（千葉市消防音楽隊・千葉県）

●ためらうことなく胸骨圧迫とＡＥＤを！（船橋市消防局・千葉県）
●職場や家庭の防災リーダーを育成！（西春日井広域事務組合消防本部・愛知県）
●火災原因調査技術研修（松戸市消防局・千葉県）
●給油取扱所の緊急巡回指導を実施！（東京消防庁小平消防署・東京都）
 
●高速道路事故の備え救急研修会を開催（大垣消防組合消防本部・岐阜県）
●消防職員が社会人として初めて学ぶ接遇（静岡県消防学校・静岡県）
●消防活動支援協定を締結（東近江行政組合消防本部・滋賀県）
●救える “いのち” に立ち向かう！（湖南広域消防局・滋賀県）
●知識を高める！ゴミ収集車事故対応研修（久留米広域消防本部久留米消防署・福岡県）
 
●冷静な状況判断により、人命救助に尽力（大津市消防局・滋賀県）
●煙が吹き出すベランダから救助活動（甲賀広域行政組合消防本部水口消防署・滋賀県）
●事業所ぐるみで応急手当の普及に尽力（姫路市消防局・兵庫県）
●大規模災害を想定した図上訓練を実施（三郷市消防団・埼玉県）
●練馬区内消防団合同点検（東京消防庁石神井消防署）
 
●“Negicco” が消防団に体験入団！（新潟県防災局消防課・新潟県）
●力を合わせスクラム組んで火災阻止！（磐田市消防本部／磐田市消防団・静岡県）
●死亡者ゼロを目指せ！掛川市で防災訓練（掛川市消防団・静岡県）
●防災思想の普及に貢献防災担当大臣表彰を受賞（大和市少年消防団・神奈川県）
●少年消防クラブ員が夏季研修で防災を学ぶ（八女消防本部・福岡県）

近代消防
2016（平成 28 年）12 月号 №672
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～どうする 大規模地震対策特別措置法～
 （ＮＨＫ解説委員 山﨑 登）
 
〔連載〕
●災害現場における救助活動のための日本の伝承技 １〈新連載〉
  （今野利弘）
 
●救急活動事例研究②
・ホームページを通じた学習と情報共有
（北海道救急医学会救急隊員部会 ホームページ委員会委員
北見地区消防組合消防本部 髙橋府史
滝川地区広域消防事務組合 粥川正彦
釧路市消防本部 森 豊）
・救急隊員の教育における災害図上訓練（DIG）の活用
（下関市消防局 松下雄一）
 
●今さら聞けない資機材の使い方 44 搬送用資機材
（留萌消防組合留萌消防署 網谷早翔）
 

●解説！消防業務エッセンシャルズ第６改訂版⑯
チャプター 16 消防放水～水と泡の特性を最大限に活かせ !! ～
（㈱日本防災デザインＣＥＯ 熊丸由布治）
 
●よぼうかかり覚書 ９ よぼう事務の根拠と解釈
（消防ＯＢ おがわこうへい）
 
●〈気づく・気遣う・支援する〉３つのステップで始める
要配慮者支援「防災コミュニケーター」12〈最終回〉
防災と災害時要配慮者支援の輪を広げていくために
（NPO 法人MAMA-PLUG 代表 ロー紀子）
 
●今役立つ 消防キーワード（防災編）８
「主体は住民であり、消防は『黒子』に徹する」
「地域には、多種多様な『コミュニティ』が存在する」
（緑川久雄）
 
●考えながら学ぶ違反処理法学 55
（違反処理研究会）
 
●消防官のための地方自治法入門 26 ＝テスト問題付＝
（消防大学校客員教授 関 東一）
 
●消防現場におけるペットの救急処置 ２
消防現場におけるペットの観察処置
（（一社）日本防災教育訓練センター 代表理事 サニー カミヤ）
 
●最近の災害（平成 28（2016）年９月）
 
●災害史探訪 108
伊豆大島、割れ目噴火・全島避難から 30年
（その２）ドキュメント 1986年
（防災情報機構会長 伊藤和明）
 
●災害図上訓練ＤＩＧを活用した災害対策あれこれ㉕
ＤＩＧを介した地域防災のデータベース構築
（常葉大学社会環境学部准教授 小村隆史）

●気象災害から学ぶ 95
気象衛星「水蒸気画像」は「暗域」に注目
（青山学院大学非常勤講師・気象予報士（元気象庁）饒村 曜）
 
●ファイヤーファイターに贈る接遇道 46
新人に贈る接遇道
（㈱エンパワー 21代表取締役 能勢みゆき）
 
●ファイヤーダイアリー 2016 70
着工届出が要らない消防用設備等について
（上萬治己）
 
●（続々々）特命：目で聞け 119番・緊急通報！２
―聴覚障害者用 119番受信 システム構築物語―
（文・那之津マイク／挿絵・締込み虎次）
 
●安全・安心の窓 43 黄門的政策の限界
（防災子）
 
●赤色灯 108 高齢者との災害の関係？
（三代目 辺里鼓舞太）
 
●守り人 55 技術による拡張分野 科学探求と中谷宇吉郎
（文・吉田敏治／イラスト・葛窪真紀子）
 
●日本のこころ 能のおはなし 69 謡曲「野宮」
（荒木慶司）
 
●緊急地震速報・津波警報の多言語辞書 ５
ポルトガル語編
～緊急地震速報の多言語辞書に津波警報の表現を追加～
 
●最近の主な通知〈平成 28年９月２日～平成 28年９月 28日〉
・登載通知＝
光警報装置の設置に係るガイドラインの策定について（通知）（消防予第 264号 平成 28年９月６日）
・消防用設備等に係る執務資料の送付について（通知）（平成 28年９月 13日 消防予第 278号）
・消防職員の厳正な服務規律の確保の徹底について（平成 28年９月 26日 消防消第 185号）

●昇任試験実力養成講座 №597
＝共通（消防士長・消防司令補）、消防司令、小論文〔解説付〕
●予防技術検定模擬テスト №102
＝共通、消防用設備等、防火査察、危険物〔解説付〕
 
〔カラーグラビア〕
●大規模停電を引き起こした送電施設等の火災
●阿蘇山の中岳第一火口で 36年ぶりに爆発的噴火
●第 35回全国消防殉職者慰霊際（（公財）日本消防協会）
●世界初！「地域防災と消防団」国際シンポジウム（（公財）日本消防協会）
●第 25回全国消防操法大会（総務省消防庁／（公財）日本消防協会）
●第 25回全国消防操法大会激励交流会を開催
●国際消防救助隊神奈川県内合同訓練
●平成 28年度緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練
●優マーク創設 10周年記念式典（東京消防庁）
●ドローンを活用した消防活動に関する検証の公開実験（東京消防庁）
●第 18回消防関連機関懇親会 ＣＮＲＪ Fire and Emergency Services 18th Annual 
Friendship Banquet
●BEACH WARRIOR 2016（（一社）Total Beach Sports 他 ／日本警察消防スポーツ連盟）
 
〔ファイヤートピックス〕
●災害現場で活用し、効率的な運用を目指す ドローンの運用を開始
（いわき市消防本部（福島県））
●消防・警察・ＪＲ・医療機関と合同で人身事故とＮＢＣ災害の対応訓練
（君津市消防本部（千葉県））
●消防団員定数充足率 100％を目指す！鉄道会社とコラボポスターを作成
（横浜市消防局）
●消防・警察の安全・迅速な連携を図る 山岳遭難合同救助訓練
（阿賀野市消防本部（新潟県））
●秋の紅葉シーズンを前に警戒の強化と山岳救助訓練
（峡北広域行政事務組合消防本部（山梨県））
●送電設備（地下ケーブルと鉄塔）における災害発生時対応訓練
（笛吹市消防本部（山梨県））
●初任教育修了者 17名に対して火災対応救助の教育訓練
（川西市消防本部（兵庫県））
●Ｘ線透視装置などを備えた鑑識・鑑定室の運用を開始
（奈良県広域消防組合消防本部）

〔消防防災の動向〕
●平成 28年度消防防災科学技術賞受賞作品を発表（総務省消防庁）
●平成 28年度消防庁第２次補正予算（総務省消防庁）
●「１１９番通報の多様化に関する検討会」を開催（総務省消防庁）
●平成 28年度消防設備関係功労者等に係る消防庁長官表彰を発表（総務省消防庁）
●平成 28年５月～９月の熱中症による救急搬送状況（確定値）を公表（総務省消防庁）
●危険物安全週間推進標語を募集（総務省消防庁）
●第 25回全国消防操法大会の結果（総務省消防庁／（公財）日本消防協会）
●平成 28年度防火ポスターコンクールの審査結果を発表（（公財）日本消防協会／全日本消防人共
済会）
●平成 28年度全国消防長会役員会を開催（全国消防長会）
●予防技術検定の実施に関する公示（（一財）消防試験研究センター）
●第 69回「都民の消防官」で５名が受章（東京消防庁）
●第５回「３.11 きづなの会」を開催（３.11 きづなの会事務局）
 
 
〔ファイヤートピックス〕
●防火防災を学ぼう！（岩内・寿都地方消防組合消防本部（署）島牧支署・北海道）
●キュンとするまち。藤沢で大規模救命講習（藤沢市消防局・神奈川県）
●学ぼう応急手当！救おう大切な命。（静岡市消防局・静岡県
）
●救急医療の正しい理解と認識の向上を目指して（城陽市消防本部・京都府）
●心肺蘇生法を学ぶ（枚方寝屋川消防組合消防本部・大阪府）
 
●愉快なキャラクターたちを一日救急隊長に任命！（泉州南広域消防本部・大阪府）
●大阪南医療センターと合同で救急フェア（河内長野市消防本部・大阪府）
●むねのまん中をおす！上からまっすぐおす！（堺市消防局南消防署・大阪府）
●救急の日に伴う行事を開催（西宮市消防局瓦木消防署・兵庫県）
●救急業務の普及を願って救急フェア 2016（うるま市消防本部・沖縄県）
 
●埼玉県防災航空隊と合同水難救助訓練 （三郷市消防本部・埼玉県／流山市消防本部・千葉県）
●海外派遣を想定し国際消防救助隊合同訓練（湖南広域消防局・滋賀県）
●水難救助隊が夜間潜水訓練（京丹後市消防本部・京都府）
●技術と熟練度を高めるはしご車操法技術錬成会（豊中市消防局・大阪府）
●顔の見える関係を築く高齢者福祉施設と合同訓練（北はりま消防組合消防本部多可消防署・兵庫県）
 
●音楽のプレゼント！いきいき防火コンサート（千葉市消防音楽隊・千葉県）

●ためらうことなく胸骨圧迫とＡＥＤを！（船橋市消防局・千葉県）
●職場や家庭の防災リーダーを育成！（西春日井広域事務組合消防本部・愛知県）
●火災原因調査技術研修（松戸市消防局・千葉県）
●給油取扱所の緊急巡回指導を実施！（東京消防庁小平消防署・東京都）
 
●高速道路事故の備え救急研修会を開催（大垣消防組合消防本部・岐阜県）
●消防職員が社会人として初めて学ぶ接遇（静岡県消防学校・静岡県）
●消防活動支援協定を締結（東近江行政組合消防本部・滋賀県）
●救える “いのち” に立ち向かう！（湖南広域消防局・滋賀県）
●知識を高める！ゴミ収集車事故対応研修（久留米広域消防本部久留米消防署・福岡県）
 
●冷静な状況判断により、人命救助に尽力（大津市消防局・滋賀県）
●煙が吹き出すベランダから救助活動（甲賀広域行政組合消防本部水口消防署・滋賀県）
●事業所ぐるみで応急手当の普及に尽力（姫路市消防局・兵庫県）
●大規模災害を想定した図上訓練を実施（三郷市消防団・埼玉県）
●練馬区内消防団合同点検（東京消防庁石神井消防署）
 
●“Negicco” が消防団に体験入団！（新潟県防災局消防課・新潟県）
●力を合わせスクラム組んで火災阻止！（磐田市消防本部／磐田市消防団・静岡県）
●死亡者ゼロを目指せ！掛川市で防災訓練（掛川市消防団・静岡県）
●防災思想の普及に貢献防災担当大臣表彰を受賞（大和市少年消防団・神奈川県）
●少年消防クラブ員が夏季研修で防災を学ぶ（八女消防本部・福岡県）

近代消防
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●平成 27年度消防防災科学技術研究推進制度
通信指令専科教育導入プロジェクト
通信指令専科教育導入プロジェクトによるモデル専科教育
－通信指令業務の実際と展望－
 
●「危険物の規制に関する政令別表第１及び同令別表第２の
総務省令で定める物質及び数量を指定する省令の一部を
改正する省令（案）に対する意見公募の結果及び省令の公布」の概要
（消防庁危険物保安室）
 
●特殊環境下での救助活動をテーマに高度救助隊が考案した救助器具での引揚救助
（松山市消防局）
 
●平城西中学校区で「子どものための心理的応急処置（PFA）」研修会を実施
（奈良市消防局／奈良市消防団）
 
●消防法上の措置命令に係る履行期限の徒過と当該命令の効力についての意見について
（元 佐世保市東消防署長 石田良文）
 
●連鎖する災害 ～台風第 10号が東日本大震災の被災地に
（ジェネスプランニング株式会社 代表取締役 工学博士 三舩康道）
 
●米国の消防に学ぶ 消防職員の不祥事予防の具体的対策
（一般社団法人 日本防災教育訓練センター 代表理事 サニーカミヤ）
 
●石油暖房機の事故件数の推移と事故防止への取組み
（一般社団法人 日本ガス石油機器工業会 石油機器業務委員会委員長 渡辺美幸）
 
●さらなるガスコンロ火災事故の防止に向けて
（一般社団法人 日本ガス石油機器工業会 ガス機器業務委員会委員長 星野克也）
 

●北国の消防現場での防寒対策「肌着一つで、冬の現場がこんなにも変わる！？」
（ルポライター 安藤健一）
 
〔その他消防関連記事〕
●投手・野手の二刀流にちなみ、２枚組の防火ポスターに登場！北海道日本ハムファイターズ 大谷
翔平選手への火災予防感謝状の贈呈式（札幌市消防局）
●〈ご案内〉第 25回全国救急隊員シンポジウム（（一財）救急振興財団）
●本誌連載中の「イグアナ伝吉シリーズ」の著者・那之津マイク氏が九州大学病院で「大規模災害
と消防」について講演
●「外国人来訪者等が利用する施設における避難誘導のあり方等に関する検討部会」を開催（総務省
消防庁）
●「第 47回登録認定機関ＪＥＡ誘導灯認定委員会」等を開催（（一社）日本照明工業会）
 
〔消防評論〕
●消防・防災のさらなる国際化の推進を
 
〔時の視点〕
●南海トラフの新たな地震防災
～どうする 大規模地震対策特別措置法～
 （ＮＨＫ解説委員 山﨑 登）
 
〔連載〕
●災害現場における救助活動のための日本の伝承技 １〈新連載〉
  （今野利弘）
 
●救急活動事例研究②
・ホームページを通じた学習と情報共有
（北海道救急医学会救急隊員部会 ホームページ委員会委員
北見地区消防組合消防本部 髙橋府史
滝川地区広域消防事務組合 粥川正彦
釧路市消防本部 森 豊）
・救急隊員の教育における災害図上訓練（DIG）の活用
（下関市消防局 松下雄一）
 
●今さら聞けない資機材の使い方 44 搬送用資機材
（留萌消防組合留萌消防署 網谷早翔）
 

●解説！消防業務エッセンシャルズ第６改訂版⑯
チャプター 16 消防放水～水と泡の特性を最大限に活かせ !! ～
（㈱日本防災デザインＣＥＯ 熊丸由布治）
 
●よぼうかかり覚書 ９ よぼう事務の根拠と解釈
（消防ＯＢ おがわこうへい）
 
●〈気づく・気遣う・支援する〉３つのステップで始める
要配慮者支援「防災コミュニケーター」12〈最終回〉
防災と災害時要配慮者支援の輪を広げていくために
（NPO 法人MAMA-PLUG 代表 ロー紀子）
 
●今役立つ 消防キーワード（防災編）８
「主体は住民であり、消防は『黒子』に徹する」
「地域には、多種多様な『コミュニティ』が存在する」
（緑川久雄）
 
●考えながら学ぶ違反処理法学 55
（違反処理研究会）
 
●消防官のための地方自治法入門 26 ＝テスト問題付＝
（消防大学校客員教授 関 東一）
 
●消防現場におけるペットの救急処置 ２
消防現場におけるペットの観察処置
（（一社）日本防災教育訓練センター 代表理事 サニー カミヤ）
 
●最近の災害（平成 28（2016）年９月）
 
●災害史探訪 108
伊豆大島、割れ目噴火・全島避難から 30年
（その２）ドキュメント 1986年
（防災情報機構会長 伊藤和明）
 
●災害図上訓練ＤＩＧを活用した災害対策あれこれ㉕
ＤＩＧを介した地域防災のデータベース構築
（常葉大学社会環境学部准教授 小村隆史）

●気象災害から学ぶ 95
気象衛星「水蒸気画像」は「暗域」に注目
（青山学院大学非常勤講師・気象予報士（元気象庁）饒村 曜）
 
●ファイヤーファイターに贈る接遇道 46
新人に贈る接遇道
（㈱エンパワー 21代表取締役 能勢みゆき）
 
●ファイヤーダイアリー 2016 70
着工届出が要らない消防用設備等について
（上萬治己）
 
●（続々々）特命：目で聞け 119番・緊急通報！２
―聴覚障害者用 119番受信 システム構築物語―
（文・那之津マイク／挿絵・締込み虎次）
 
●安全・安心の窓 43 黄門的政策の限界
（防災子）
 
●赤色灯 108 高齢者との災害の関係？
（三代目 辺里鼓舞太）
 
●守り人 55 技術による拡張分野 科学探求と中谷宇吉郎
（文・吉田敏治／イラスト・葛窪真紀子）
 
●日本のこころ 能のおはなし 69 謡曲「野宮」
（荒木慶司）
 
●緊急地震速報・津波警報の多言語辞書 ５
ポルトガル語編
～緊急地震速報の多言語辞書に津波警報の表現を追加～
 
●最近の主な通知〈平成 28年９月２日～平成 28年９月 28日〉
・登載通知＝
光警報装置の設置に係るガイドラインの策定について（通知）（消防予第 264号 平成 28年９月６日）
・消防用設備等に係る執務資料の送付について（通知）（平成 28年９月 13日 消防予第 278号）
・消防職員の厳正な服務規律の確保の徹底について（平成 28年９月 26日 消防消第 185号）

●昇任試験実力養成講座 №597
＝共通（消防士長・消防司令補）、消防司令、小論文〔解説付〕
●予防技術検定模擬テスト №102
＝共通、消防用設備等、防火査察、危険物〔解説付〕
 
〔カラーグラビア〕
●大規模停電を引き起こした送電施設等の火災
●阿蘇山の中岳第一火口で 36年ぶりに爆発的噴火
●第 35回全国消防殉職者慰霊際（（公財）日本消防協会）
●世界初！「地域防災と消防団」国際シンポジウム（（公財）日本消防協会）
●第 25回全国消防操法大会（総務省消防庁／（公財）日本消防協会）
●第 25回全国消防操法大会激励交流会を開催
●国際消防救助隊神奈川県内合同訓練
●平成 28年度緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練
●優マーク創設 10周年記念式典（東京消防庁）
●ドローンを活用した消防活動に関する検証の公開実験（東京消防庁）
●第 18回消防関連機関懇親会 ＣＮＲＪ Fire and Emergency Services 18th Annual 
Friendship Banquet
●BEACH WARRIOR 2016（（一社）Total Beach Sports 他 ／日本警察消防スポーツ連盟）
 
〔ファイヤートピックス〕
●災害現場で活用し、効率的な運用を目指す ドローンの運用を開始
（いわき市消防本部（福島県））
●消防・警察・ＪＲ・医療機関と合同で人身事故とＮＢＣ災害の対応訓練
（君津市消防本部（千葉県））
●消防団員定数充足率 100％を目指す！鉄道会社とコラボポスターを作成
（横浜市消防局）
●消防・警察の安全・迅速な連携を図る 山岳遭難合同救助訓練
（阿賀野市消防本部（新潟県））
●秋の紅葉シーズンを前に警戒の強化と山岳救助訓練
（峡北広域行政事務組合消防本部（山梨県））
●送電設備（地下ケーブルと鉄塔）における災害発生時対応訓練
（笛吹市消防本部（山梨県））
●初任教育修了者 17名に対して火災対応救助の教育訓練
（川西市消防本部（兵庫県））
●Ｘ線透視装置などを備えた鑑識・鑑定室の運用を開始
（奈良県広域消防組合消防本部）

〔消防防災の動向〕
●平成 28年度消防防災科学技術賞受賞作品を発表（総務省消防庁）
●平成 28年度消防庁第２次補正予算（総務省消防庁）
●「１１９番通報の多様化に関する検討会」を開催（総務省消防庁）
●平成 28年度消防設備関係功労者等に係る消防庁長官表彰を発表（総務省消防庁）
●平成 28年５月～９月の熱中症による救急搬送状況（確定値）を公表（総務省消防庁）
●危険物安全週間推進標語を募集（総務省消防庁）
●第 25回全国消防操法大会の結果（総務省消防庁／（公財）日本消防協会）
●平成 28年度防火ポスターコンクールの審査結果を発表（（公財）日本消防協会／全日本消防人共
済会）
●平成 28年度全国消防長会役員会を開催（全国消防長会）
●予防技術検定の実施に関する公示（（一財）消防試験研究センター）
●第 69回「都民の消防官」で５名が受章（東京消防庁）
●第５回「３.11 きづなの会」を開催（３.11 きづなの会事務局）
 
 
〔ファイヤートピックス〕
●防火防災を学ぼう！（岩内・寿都地方消防組合消防本部（署）島牧支署・北海道）
●キュンとするまち。藤沢で大規模救命講習（藤沢市消防局・神奈川県）
●学ぼう応急手当！救おう大切な命。（静岡市消防局・静岡県
）
●救急医療の正しい理解と認識の向上を目指して（城陽市消防本部・京都府）
●心肺蘇生法を学ぶ（枚方寝屋川消防組合消防本部・大阪府）
 
●愉快なキャラクターたちを一日救急隊長に任命！（泉州南広域消防本部・大阪府）
●大阪南医療センターと合同で救急フェア（河内長野市消防本部・大阪府）
●むねのまん中をおす！上からまっすぐおす！（堺市消防局南消防署・大阪府）
●救急の日に伴う行事を開催（西宮市消防局瓦木消防署・兵庫県）
●救急業務の普及を願って救急フェア 2016（うるま市消防本部・沖縄県）
 
●埼玉県防災航空隊と合同水難救助訓練 （三郷市消防本部・埼玉県／流山市消防本部・千葉県）
●海外派遣を想定し国際消防救助隊合同訓練（湖南広域消防局・滋賀県）
●水難救助隊が夜間潜水訓練（京丹後市消防本部・京都府）
●技術と熟練度を高めるはしご車操法技術錬成会（豊中市消防局・大阪府）
●顔の見える関係を築く高齢者福祉施設と合同訓練（北はりま消防組合消防本部多可消防署・兵庫県）
 
●音楽のプレゼント！いきいき防火コンサート（千葉市消防音楽隊・千葉県）

●ためらうことなく胸骨圧迫とＡＥＤを！（船橋市消防局・千葉県）
●職場や家庭の防災リーダーを育成！（西春日井広域事務組合消防本部・愛知県）
●火災原因調査技術研修（松戸市消防局・千葉県）
●給油取扱所の緊急巡回指導を実施！（東京消防庁小平消防署・東京都）
 
●高速道路事故の備え救急研修会を開催（大垣消防組合消防本部・岐阜県）
●消防職員が社会人として初めて学ぶ接遇（静岡県消防学校・静岡県）
●消防活動支援協定を締結（東近江行政組合消防本部・滋賀県）
●救える “いのち” に立ち向かう！（湖南広域消防局・滋賀県）
●知識を高める！ゴミ収集車事故対応研修（久留米広域消防本部久留米消防署・福岡県）
 
●冷静な状況判断により、人命救助に尽力（大津市消防局・滋賀県）
●煙が吹き出すベランダから救助活動（甲賀広域行政組合消防本部水口消防署・滋賀県）
●事業所ぐるみで応急手当の普及に尽力（姫路市消防局・兵庫県）
●大規模災害を想定した図上訓練を実施（三郷市消防団・埼玉県）
●練馬区内消防団合同点検（東京消防庁石神井消防署）
 
●“Negicco” が消防団に体験入団！（新潟県防災局消防課・新潟県）
●力を合わせスクラム組んで火災阻止！（磐田市消防本部／磐田市消防団・静岡県）
●死亡者ゼロを目指せ！掛川市で防災訓練（掛川市消防団・静岡県）
●防災思想の普及に貢献防災担当大臣表彰を受賞（大和市少年消防団・神奈川県）
●少年消防クラブ員が夏季研修で防災を学ぶ（八女消防本部・福岡県）

近代消防
2016（平成 28 年）12 月号 №672



〈全国消防最前線 108〉

●平成 27年度消防防災科学技術研究推進制度
通信指令専科教育導入プロジェクト
通信指令専科教育導入プロジェクトによるモデル専科教育
－通信指令業務の実際と展望－
 
●「危険物の規制に関する政令別表第１及び同令別表第２の
総務省令で定める物質及び数量を指定する省令の一部を
改正する省令（案）に対する意見公募の結果及び省令の公布」の概要
（消防庁危険物保安室）
 
●特殊環境下での救助活動をテーマに高度救助隊が考案した救助器具での引揚救助
（松山市消防局）
 
●平城西中学校区で「子どものための心理的応急処置（PFA）」研修会を実施
（奈良市消防局／奈良市消防団）
 
●消防法上の措置命令に係る履行期限の徒過と当該命令の効力についての意見について
（元 佐世保市東消防署長 石田良文）
 
●連鎖する災害 ～台風第 10号が東日本大震災の被災地に
（ジェネスプランニング株式会社 代表取締役 工学博士 三舩康道）
 
●米国の消防に学ぶ 消防職員の不祥事予防の具体的対策
（一般社団法人 日本防災教育訓練センター 代表理事 サニーカミヤ）
 
●石油暖房機の事故件数の推移と事故防止への取組み
（一般社団法人 日本ガス石油機器工業会 石油機器業務委員会委員長 渡辺美幸）
 
●さらなるガスコンロ火災事故の防止に向けて
（一般社団法人 日本ガス石油機器工業会 ガス機器業務委員会委員長 星野克也）
 

●北国の消防現場での防寒対策「肌着一つで、冬の現場がこんなにも変わる！？」
（ルポライター 安藤健一）
 
〔その他消防関連記事〕
●投手・野手の二刀流にちなみ、２枚組の防火ポスターに登場！北海道日本ハムファイターズ 大谷
翔平選手への火災予防感謝状の贈呈式（札幌市消防局）
●〈ご案内〉第 25回全国救急隊員シンポジウム（（一財）救急振興財団）
●本誌連載中の「イグアナ伝吉シリーズ」の著者・那之津マイク氏が九州大学病院で「大規模災害
と消防」について講演
●「外国人来訪者等が利用する施設における避難誘導のあり方等に関する検討部会」を開催（総務省
消防庁）
●「第 47回登録認定機関ＪＥＡ誘導灯認定委員会」等を開催（（一社）日本照明工業会）
 
〔消防評論〕
●消防・防災のさらなる国際化の推進を
 
〔時の視点〕
●南海トラフの新たな地震防災
～どうする 大規模地震対策特別措置法～
 （ＮＨＫ解説委員 山﨑 登）
 
〔連載〕
●災害現場における救助活動のための日本の伝承技 １〈新連載〉
  （今野利弘）
 
●救急活動事例研究②
・ホームページを通じた学習と情報共有
（北海道救急医学会救急隊員部会 ホームページ委員会委員
北見地区消防組合消防本部 髙橋府史
滝川地区広域消防事務組合 粥川正彦
釧路市消防本部 森 豊）
・救急隊員の教育における災害図上訓練（DIG）の活用
（下関市消防局 松下雄一）
 
●今さら聞けない資機材の使い方 44 搬送用資機材
（留萌消防組合留萌消防署 網谷早翔）
 

●解説！消防業務エッセンシャルズ第６改訂版⑯
チャプター 16 消防放水～水と泡の特性を最大限に活かせ !! ～
（㈱日本防災デザインＣＥＯ 熊丸由布治）
 
●よぼうかかり覚書 ９ よぼう事務の根拠と解釈
（消防ＯＢ おがわこうへい）
 
●〈気づく・気遣う・支援する〉３つのステップで始める
要配慮者支援「防災コミュニケーター」12〈最終回〉
防災と災害時要配慮者支援の輪を広げていくために
（NPO 法人MAMA-PLUG 代表 ロー紀子）
 
●今役立つ 消防キーワード（防災編）８
「主体は住民であり、消防は『黒子』に徹する」
「地域には、多種多様な『コミュニティ』が存在する」
（緑川久雄）
 
●考えながら学ぶ違反処理法学 55
（違反処理研究会）
 
●消防官のための地方自治法入門 26 ＝テスト問題付＝
（消防大学校客員教授 関 東一）
 
●消防現場におけるペットの救急処置 ２
消防現場におけるペットの観察処置
（（一社）日本防災教育訓練センター 代表理事 サニー カミヤ）
 
●最近の災害（平成 28（2016）年９月）
 
●災害史探訪 108
伊豆大島、割れ目噴火・全島避難から 30年
（その２）ドキュメント 1986年
（防災情報機構会長 伊藤和明）
 
●災害図上訓練ＤＩＧを活用した災害対策あれこれ㉕
ＤＩＧを介した地域防災のデータベース構築
（常葉大学社会環境学部准教授 小村隆史）

●気象災害から学ぶ 95
気象衛星「水蒸気画像」は「暗域」に注目
（青山学院大学非常勤講師・気象予報士（元気象庁）饒村 曜）
 
●ファイヤーファイターに贈る接遇道 46
新人に贈る接遇道
（㈱エンパワー 21代表取締役 能勢みゆき）
 
●ファイヤーダイアリー 2016 70
着工届出が要らない消防用設備等について
（上萬治己）
 
●（続々々）特命：目で聞け 119番・緊急通報！２
―聴覚障害者用 119番受信 システム構築物語―
（文・那之津マイク／挿絵・締込み虎次）
 
●安全・安心の窓 43 黄門的政策の限界
（防災子）
 
●赤色灯 108 高齢者との災害の関係？
（三代目 辺里鼓舞太）
 
●守り人 55 技術による拡張分野 科学探求と中谷宇吉郎
（文・吉田敏治／イラスト・葛窪真紀子）
 
●日本のこころ 能のおはなし 69 謡曲「野宮」
（荒木慶司）
 
●緊急地震速報・津波警報の多言語辞書 ５
ポルトガル語編
～緊急地震速報の多言語辞書に津波警報の表現を追加～
 
●最近の主な通知〈平成 28年９月２日～平成 28年９月 28日〉
・登載通知＝
光警報装置の設置に係るガイドラインの策定について（通知）（消防予第 264号 平成 28年９月６日）
・消防用設備等に係る執務資料の送付について（通知）（平成 28年９月 13日 消防予第 278号）
・消防職員の厳正な服務規律の確保の徹底について（平成 28年９月 26日 消防消第 185号）

●昇任試験実力養成講座 №597
＝共通（消防士長・消防司令補）、消防司令、小論文〔解説付〕
●予防技術検定模擬テスト №102
＝共通、消防用設備等、防火査察、危険物〔解説付〕
 
〔カラーグラビア〕
●大規模停電を引き起こした送電施設等の火災
●阿蘇山の中岳第一火口で 36年ぶりに爆発的噴火
●第 35回全国消防殉職者慰霊際（（公財）日本消防協会）
●世界初！「地域防災と消防団」国際シンポジウム（（公財）日本消防協会）
●第 25回全国消防操法大会（総務省消防庁／（公財）日本消防協会）
●第 25回全国消防操法大会激励交流会を開催
●国際消防救助隊神奈川県内合同訓練
●平成 28年度緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練
●優マーク創設 10周年記念式典（東京消防庁）
●ドローンを活用した消防活動に関する検証の公開実験（東京消防庁）
●第 18回消防関連機関懇親会 ＣＮＲＪ Fire and Emergency Services 18th Annual 
Friendship Banquet
●BEACH WARRIOR 2016（（一社）Total Beach Sports 他 ／日本警察消防スポーツ連盟）
 
〔ファイヤートピックス〕
●災害現場で活用し、効率的な運用を目指す ドローンの運用を開始
（いわき市消防本部（福島県））
●消防・警察・ＪＲ・医療機関と合同で人身事故とＮＢＣ災害の対応訓練
（君津市消防本部（千葉県））
●消防団員定数充足率 100％を目指す！鉄道会社とコラボポスターを作成
（横浜市消防局）
●消防・警察の安全・迅速な連携を図る 山岳遭難合同救助訓練
（阿賀野市消防本部（新潟県））
●秋の紅葉シーズンを前に警戒の強化と山岳救助訓練
（峡北広域行政事務組合消防本部（山梨県））
●送電設備（地下ケーブルと鉄塔）における災害発生時対応訓練
（笛吹市消防本部（山梨県））
●初任教育修了者 17名に対して火災対応救助の教育訓練
（川西市消防本部（兵庫県））
●Ｘ線透視装置などを備えた鑑識・鑑定室の運用を開始
（奈良県広域消防組合消防本部）

〔消防防災の動向〕
●平成 28年度消防防災科学技術賞受賞作品を発表（総務省消防庁）
●平成 28年度消防庁第２次補正予算（総務省消防庁）
●「１１９番通報の多様化に関する検討会」を開催（総務省消防庁）
●平成 28年度消防設備関係功労者等に係る消防庁長官表彰を発表（総務省消防庁）
●平成 28年５月～９月の熱中症による救急搬送状況（確定値）を公表（総務省消防庁）
●危険物安全週間推進標語を募集（総務省消防庁）
●第 25回全国消防操法大会の結果（総務省消防庁／（公財）日本消防協会）
●平成 28年度防火ポスターコンクールの審査結果を発表（（公財）日本消防協会／全日本消防人共
済会）
●平成 28年度全国消防長会役員会を開催（全国消防長会）
●予防技術検定の実施に関する公示（（一財）消防試験研究センター）
●第 69回「都民の消防官」で５名が受章（東京消防庁）
●第５回「３.11 きづなの会」を開催（３.11 きづなの会事務局）
 
 
〔ファイヤートピックス〕
●防火防災を学ぼう！（岩内・寿都地方消防組合消防本部（署）島牧支署・北海道）
●キュンとするまち。藤沢で大規模救命講習（藤沢市消防局・神奈川県）
●学ぼう応急手当！救おう大切な命。（静岡市消防局・静岡県
）
●救急医療の正しい理解と認識の向上を目指して（城陽市消防本部・京都府）
●心肺蘇生法を学ぶ（枚方寝屋川消防組合消防本部・大阪府）
 
●愉快なキャラクターたちを一日救急隊長に任命！（泉州南広域消防本部・大阪府）
●大阪南医療センターと合同で救急フェア（河内長野市消防本部・大阪府）
●むねのまん中をおす！上からまっすぐおす！（堺市消防局南消防署・大阪府）
●救急の日に伴う行事を開催（西宮市消防局瓦木消防署・兵庫県）
●救急業務の普及を願って救急フェア 2016（うるま市消防本部・沖縄県）
 
●埼玉県防災航空隊と合同水難救助訓練 （三郷市消防本部・埼玉県／流山市消防本部・千葉県）
●海外派遣を想定し国際消防救助隊合同訓練（湖南広域消防局・滋賀県）
●水難救助隊が夜間潜水訓練（京丹後市消防本部・京都府）
●技術と熟練度を高めるはしご車操法技術錬成会（豊中市消防局・大阪府）
●顔の見える関係を築く高齢者福祉施設と合同訓練（北はりま消防組合消防本部多可消防署・兵庫県）
 
●音楽のプレゼント！いきいき防火コンサート（千葉市消防音楽隊・千葉県）

●ためらうことなく胸骨圧迫とＡＥＤを！（船橋市消防局・千葉県）
●職場や家庭の防災リーダーを育成！（西春日井広域事務組合消防本部・愛知県）
●火災原因調査技術研修（松戸市消防局・千葉県）
●給油取扱所の緊急巡回指導を実施！（東京消防庁小平消防署・東京都）
 
●高速道路事故の備え救急研修会を開催（大垣消防組合消防本部・岐阜県）
●消防職員が社会人として初めて学ぶ接遇（静岡県消防学校・静岡県）
●消防活動支援協定を締結（東近江行政組合消防本部・滋賀県）
●救える “いのち” に立ち向かう！（湖南広域消防局・滋賀県）
●知識を高める！ゴミ収集車事故対応研修（久留米広域消防本部久留米消防署・福岡県）
 
●冷静な状況判断により、人命救助に尽力（大津市消防局・滋賀県）
●煙が吹き出すベランダから救助活動（甲賀広域行政組合消防本部水口消防署・滋賀県）
●事業所ぐるみで応急手当の普及に尽力（姫路市消防局・兵庫県）
●大規模災害を想定した図上訓練を実施（三郷市消防団・埼玉県）
●練馬区内消防団合同点検（東京消防庁石神井消防署）
 
●“Negicco” が消防団に体験入団！（新潟県防災局消防課・新潟県）
●力を合わせスクラム組んで火災阻止！（磐田市消防本部／磐田市消防団・静岡県）
●死亡者ゼロを目指せ！掛川市で防災訓練（掛川市消防団・静岡県）
●防災思想の普及に貢献防災担当大臣表彰を受賞（大和市少年消防団・神奈川県）
●少年消防クラブ員が夏季研修で防災を学ぶ（八女消防本部・福岡県）

近代消防
2016（平成 28 年）12 月号 №672



〈全国消防最前線 108〉

●平成 27年度消防防災科学技術研究推進制度
通信指令専科教育導入プロジェクト
通信指令専科教育導入プロジェクトによるモデル専科教育
－通信指令業務の実際と展望－
 
●「危険物の規制に関する政令別表第１及び同令別表第２の
総務省令で定める物質及び数量を指定する省令の一部を
改正する省令（案）に対する意見公募の結果及び省令の公布」の概要
（消防庁危険物保安室）
 
●特殊環境下での救助活動をテーマに高度救助隊が考案した救助器具での引揚救助
（松山市消防局）
 
●平城西中学校区で「子どものための心理的応急処置（PFA）」研修会を実施
（奈良市消防局／奈良市消防団）
 
●消防法上の措置命令に係る履行期限の徒過と当該命令の効力についての意見について
（元 佐世保市東消防署長 石田良文）
 
●連鎖する災害 ～台風第 10号が東日本大震災の被災地に
（ジェネスプランニング株式会社 代表取締役 工学博士 三舩康道）
 
●米国の消防に学ぶ 消防職員の不祥事予防の具体的対策
（一般社団法人 日本防災教育訓練センター 代表理事 サニーカミヤ）
 
●石油暖房機の事故件数の推移と事故防止への取組み
（一般社団法人 日本ガス石油機器工業会 石油機器業務委員会委員長 渡辺美幸）
 
●さらなるガスコンロ火災事故の防止に向けて
（一般社団法人 日本ガス石油機器工業会 ガス機器業務委員会委員長 星野克也）
 

●北国の消防現場での防寒対策「肌着一つで、冬の現場がこんなにも変わる！？」
（ルポライター 安藤健一）
 
〔その他消防関連記事〕
●投手・野手の二刀流にちなみ、２枚組の防火ポスターに登場！北海道日本ハムファイターズ 大谷
翔平選手への火災予防感謝状の贈呈式（札幌市消防局）
●〈ご案内〉第 25回全国救急隊員シンポジウム（（一財）救急振興財団）
●本誌連載中の「イグアナ伝吉シリーズ」の著者・那之津マイク氏が九州大学病院で「大規模災害
と消防」について講演
●「外国人来訪者等が利用する施設における避難誘導のあり方等に関する検討部会」を開催（総務省
消防庁）
●「第 47回登録認定機関ＪＥＡ誘導灯認定委員会」等を開催（（一社）日本照明工業会）
 
〔消防評論〕
●消防・防災のさらなる国際化の推進を
 
〔時の視点〕
●南海トラフの新たな地震防災
～どうする 大規模地震対策特別措置法～
 （ＮＨＫ解説委員 山﨑 登）
 
〔連載〕
●災害現場における救助活動のための日本の伝承技 １〈新連載〉
  （今野利弘）
 
●救急活動事例研究②
・ホームページを通じた学習と情報共有
（北海道救急医学会救急隊員部会 ホームページ委員会委員
北見地区消防組合消防本部 髙橋府史
滝川地区広域消防事務組合 粥川正彦
釧路市消防本部 森 豊）
・救急隊員の教育における災害図上訓練（DIG）の活用
（下関市消防局 松下雄一）
 
●今さら聞けない資機材の使い方 44 搬送用資機材
（留萌消防組合留萌消防署 網谷早翔）
 

●解説！消防業務エッセンシャルズ第６改訂版⑯
チャプター 16 消防放水～水と泡の特性を最大限に活かせ !! ～
（㈱日本防災デザインＣＥＯ 熊丸由布治）
 
●よぼうかかり覚書 ９ よぼう事務の根拠と解釈
（消防ＯＢ おがわこうへい）
 
●〈気づく・気遣う・支援する〉３つのステップで始める
要配慮者支援「防災コミュニケーター」12〈最終回〉
防災と災害時要配慮者支援の輪を広げていくために
（NPO 法人MAMA-PLUG 代表 ロー紀子）
 
●今役立つ 消防キーワード（防災編）８
「主体は住民であり、消防は『黒子』に徹する」
「地域には、多種多様な『コミュニティ』が存在する」
（緑川久雄）
 
●考えながら学ぶ違反処理法学 55
（違反処理研究会）
 
●消防官のための地方自治法入門 26 ＝テスト問題付＝
（消防大学校客員教授 関 東一）
 
●消防現場におけるペットの救急処置 ２
消防現場におけるペットの観察処置
（（一社）日本防災教育訓練センター 代表理事 サニー カミヤ）
 
●最近の災害（平成 28（2016）年９月）
 
●災害史探訪 108
伊豆大島、割れ目噴火・全島避難から 30年
（その２）ドキュメント 1986年
（防災情報機構会長 伊藤和明）
 
●災害図上訓練ＤＩＧを活用した災害対策あれこれ㉕
ＤＩＧを介した地域防災のデータベース構築
（常葉大学社会環境学部准教授 小村隆史）

●気象災害から学ぶ 95
気象衛星「水蒸気画像」は「暗域」に注目
（青山学院大学非常勤講師・気象予報士（元気象庁）饒村 曜）
 
●ファイヤーファイターに贈る接遇道 46
新人に贈る接遇道
（㈱エンパワー 21代表取締役 能勢みゆき）
 
●ファイヤーダイアリー 2016 70
着工届出が要らない消防用設備等について
（上萬治己）
 
●（続々々）特命：目で聞け 119番・緊急通報！２
―聴覚障害者用 119番受信 システム構築物語―
（文・那之津マイク／挿絵・締込み虎次）
 
●安全・安心の窓 43 黄門的政策の限界
（防災子）
 
●赤色灯 108 高齢者との災害の関係？
（三代目 辺里鼓舞太）
 
●守り人 55 技術による拡張分野 科学探求と中谷宇吉郎
（文・吉田敏治／イラスト・葛窪真紀子）
 
●日本のこころ 能のおはなし 69 謡曲「野宮」
（荒木慶司）
 
●緊急地震速報・津波警報の多言語辞書 ５
ポルトガル語編
～緊急地震速報の多言語辞書に津波警報の表現を追加～
 
●最近の主な通知〈平成 28年９月２日～平成 28年９月 28日〉
・登載通知＝
光警報装置の設置に係るガイドラインの策定について（通知）（消防予第 264号 平成 28年９月６日）
・消防用設備等に係る執務資料の送付について（通知）（平成 28年９月 13日 消防予第 278号）
・消防職員の厳正な服務規律の確保の徹底について（平成 28年９月 26日 消防消第 185号）

●昇任試験実力養成講座 №597
＝共通（消防士長・消防司令補）、消防司令、小論文〔解説付〕
●予防技術検定模擬テスト №102
＝共通、消防用設備等、防火査察、危険物〔解説付〕
 
〔カラーグラビア〕
●大規模停電を引き起こした送電施設等の火災
●阿蘇山の中岳第一火口で 36年ぶりに爆発的噴火
●第 35回全国消防殉職者慰霊際（（公財）日本消防協会）
●世界初！「地域防災と消防団」国際シンポジウム（（公財）日本消防協会）
●第 25回全国消防操法大会（総務省消防庁／（公財）日本消防協会）
●第 25回全国消防操法大会激励交流会を開催
●国際消防救助隊神奈川県内合同訓練
●平成 28年度緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練
●優マーク創設 10周年記念式典（東京消防庁）
●ドローンを活用した消防活動に関する検証の公開実験（東京消防庁）
●第 18回消防関連機関懇親会 ＣＮＲＪ Fire and Emergency Services 18th Annual 
Friendship Banquet
●BEACH WARRIOR 2016（（一社）Total Beach Sports 他 ／日本警察消防スポーツ連盟）
 
〔ファイヤートピックス〕
●災害現場で活用し、効率的な運用を目指す ドローンの運用を開始
（いわき市消防本部（福島県））
●消防・警察・ＪＲ・医療機関と合同で人身事故とＮＢＣ災害の対応訓練
（君津市消防本部（千葉県））
●消防団員定数充足率 100％を目指す！鉄道会社とコラボポスターを作成
（横浜市消防局）
●消防・警察の安全・迅速な連携を図る 山岳遭難合同救助訓練
（阿賀野市消防本部（新潟県））
●秋の紅葉シーズンを前に警戒の強化と山岳救助訓練
（峡北広域行政事務組合消防本部（山梨県））
●送電設備（地下ケーブルと鉄塔）における災害発生時対応訓練
（笛吹市消防本部（山梨県））
●初任教育修了者 17名に対して火災対応救助の教育訓練
（川西市消防本部（兵庫県））
●Ｘ線透視装置などを備えた鑑識・鑑定室の運用を開始
（奈良県広域消防組合消防本部）

〔消防防災の動向〕
●平成 28年度消防防災科学技術賞受賞作品を発表（総務省消防庁）
●平成 28年度消防庁第２次補正予算（総務省消防庁）
●「１１９番通報の多様化に関する検討会」を開催（総務省消防庁）
●平成 28年度消防設備関係功労者等に係る消防庁長官表彰を発表（総務省消防庁）
●平成 28年５月～９月の熱中症による救急搬送状況（確定値）を公表（総務省消防庁）
●危険物安全週間推進標語を募集（総務省消防庁）
●第 25回全国消防操法大会の結果（総務省消防庁／（公財）日本消防協会）
●平成 28年度防火ポスターコンクールの審査結果を発表（（公財）日本消防協会／全日本消防人共
済会）
●平成 28年度全国消防長会役員会を開催（全国消防長会）
●予防技術検定の実施に関する公示（（一財）消防試験研究センター）
●第 69回「都民の消防官」で５名が受章（東京消防庁）
●第５回「３.11 きづなの会」を開催（３.11 きづなの会事務局）
 
 
〔ファイヤートピックス〕
●防火防災を学ぼう！（岩内・寿都地方消防組合消防本部（署）島牧支署・北海道）
●キュンとするまち。藤沢で大規模救命講習（藤沢市消防局・神奈川県）
●学ぼう応急手当！救おう大切な命。（静岡市消防局・静岡県
）
●救急医療の正しい理解と認識の向上を目指して（城陽市消防本部・京都府）
●心肺蘇生法を学ぶ（枚方寝屋川消防組合消防本部・大阪府）
 
●愉快なキャラクターたちを一日救急隊長に任命！（泉州南広域消防本部・大阪府）
●大阪南医療センターと合同で救急フェア（河内長野市消防本部・大阪府）
●むねのまん中をおす！上からまっすぐおす！（堺市消防局南消防署・大阪府）
●救急の日に伴う行事を開催（西宮市消防局瓦木消防署・兵庫県）
●救急業務の普及を願って救急フェア 2016（うるま市消防本部・沖縄県）
 
●埼玉県防災航空隊と合同水難救助訓練 （三郷市消防本部・埼玉県／流山市消防本部・千葉県）
●海外派遣を想定し国際消防救助隊合同訓練（湖南広域消防局・滋賀県）
●水難救助隊が夜間潜水訓練（京丹後市消防本部・京都府）
●技術と熟練度を高めるはしご車操法技術錬成会（豊中市消防局・大阪府）
●顔の見える関係を築く高齢者福祉施設と合同訓練（北はりま消防組合消防本部多可消防署・兵庫県）
 
●音楽のプレゼント！いきいき防火コンサート（千葉市消防音楽隊・千葉県）

●ためらうことなく胸骨圧迫とＡＥＤを！（船橋市消防局・千葉県）
●職場や家庭の防災リーダーを育成！（西春日井広域事務組合消防本部・愛知県）
●火災原因調査技術研修（松戸市消防局・千葉県）
●給油取扱所の緊急巡回指導を実施！（東京消防庁小平消防署・東京都）
 
●高速道路事故の備え救急研修会を開催（大垣消防組合消防本部・岐阜県）
●消防職員が社会人として初めて学ぶ接遇（静岡県消防学校・静岡県）
●消防活動支援協定を締結（東近江行政組合消防本部・滋賀県）
●救える “いのち” に立ち向かう！（湖南広域消防局・滋賀県）
●知識を高める！ゴミ収集車事故対応研修（久留米広域消防本部久留米消防署・福岡県）
 
●冷静な状況判断により、人命救助に尽力（大津市消防局・滋賀県）
●煙が吹き出すベランダから救助活動（甲賀広域行政組合消防本部水口消防署・滋賀県）
●事業所ぐるみで応急手当の普及に尽力（姫路市消防局・兵庫県）
●大規模災害を想定した図上訓練を実施（三郷市消防団・埼玉県）
●練馬区内消防団合同点検（東京消防庁石神井消防署）
 
●“Negicco” が消防団に体験入団！（新潟県防災局消防課・新潟県）
●力を合わせスクラム組んで火災阻止！（磐田市消防本部／磐田市消防団・静岡県）
●死亡者ゼロを目指せ！掛川市で防災訓練（掛川市消防団・静岡県）
●防災思想の普及に貢献防災担当大臣表彰を受賞（大和市少年消防団・神奈川県）
●少年消防クラブ員が夏季研修で防災を学ぶ（八女消防本部・福岡県）

近代消防
2016（平成 28 年）12 月号 №672
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●平成 27年度消防防災科学技術研究推進制度
通信指令専科教育導入プロジェクト
通信指令専科教育導入プロジェクトによるモデル専科教育
－通信指令業務の実際と展望－
 
●「危険物の規制に関する政令別表第１及び同令別表第２の
総務省令で定める物質及び数量を指定する省令の一部を
改正する省令（案）に対する意見公募の結果及び省令の公布」の概要
（消防庁危険物保安室）
 
●特殊環境下での救助活動をテーマに高度救助隊が考案した救助器具での引揚救助
（松山市消防局）
 
●平城西中学校区で「子どものための心理的応急処置（PFA）」研修会を実施
（奈良市消防局／奈良市消防団）
 
●消防法上の措置命令に係る履行期限の徒過と当該命令の効力についての意見について
（元 佐世保市東消防署長 石田良文）
 
●連鎖する災害 ～台風第 10号が東日本大震災の被災地に
（ジェネスプランニング株式会社 代表取締役 工学博士 三舩康道）
 
●米国の消防に学ぶ 消防職員の不祥事予防の具体的対策
（一般社団法人 日本防災教育訓練センター 代表理事 サニーカミヤ）
 
●石油暖房機の事故件数の推移と事故防止への取組み
（一般社団法人 日本ガス石油機器工業会 石油機器業務委員会委員長 渡辺美幸）
 
●さらなるガスコンロ火災事故の防止に向けて
（一般社団法人 日本ガス石油機器工業会 ガス機器業務委員会委員長 星野克也）
 

●北国の消防現場での防寒対策「肌着一つで、冬の現場がこんなにも変わる！？」
（ルポライター 安藤健一）
 
〔その他消防関連記事〕
●投手・野手の二刀流にちなみ、２枚組の防火ポスターに登場！北海道日本ハムファイターズ 大谷
翔平選手への火災予防感謝状の贈呈式（札幌市消防局）
●〈ご案内〉第 25回全国救急隊員シンポジウム（（一財）救急振興財団）
●本誌連載中の「イグアナ伝吉シリーズ」の著者・那之津マイク氏が九州大学病院で「大規模災害
と消防」について講演
●「外国人来訪者等が利用する施設における避難誘導のあり方等に関する検討部会」を開催（総務省
消防庁）
●「第 47回登録認定機関ＪＥＡ誘導灯認定委員会」等を開催（（一社）日本照明工業会）
 
〔消防評論〕
●消防・防災のさらなる国際化の推進を
 
〔時の視点〕
●南海トラフの新たな地震防災
～どうする 大規模地震対策特別措置法～
 （ＮＨＫ解説委員 山﨑 登）
 
〔連載〕
●災害現場における救助活動のための日本の伝承技 １〈新連載〉
  （今野利弘）
 
●救急活動事例研究②
・ホームページを通じた学習と情報共有
（北海道救急医学会救急隊員部会 ホームページ委員会委員
北見地区消防組合消防本部 髙橋府史
滝川地区広域消防事務組合 粥川正彦
釧路市消防本部 森 豊）
・救急隊員の教育における災害図上訓練（DIG）の活用
（下関市消防局 松下雄一）
 
●今さら聞けない資機材の使い方 44 搬送用資機材
（留萌消防組合留萌消防署 網谷早翔）
 

●解説！消防業務エッセンシャルズ第６改訂版⑯
チャプター 16 消防放水～水と泡の特性を最大限に活かせ !! ～
（㈱日本防災デザインＣＥＯ 熊丸由布治）
 
●よぼうかかり覚書 ９ よぼう事務の根拠と解釈
（消防ＯＢ おがわこうへい）
 
●〈気づく・気遣う・支援する〉３つのステップで始める
要配慮者支援「防災コミュニケーター」12〈最終回〉
防災と災害時要配慮者支援の輪を広げていくために
（NPO 法人MAMA-PLUG 代表 ロー紀子）
 
●今役立つ 消防キーワード（防災編）８
「主体は住民であり、消防は『黒子』に徹する」
「地域には、多種多様な『コミュニティ』が存在する」
（緑川久雄）
 
●考えながら学ぶ違反処理法学 55
（違反処理研究会）
 
●消防官のための地方自治法入門 26 ＝テスト問題付＝
（消防大学校客員教授 関 東一）
 
●消防現場におけるペットの救急処置 ２
消防現場におけるペットの観察処置
（（一社）日本防災教育訓練センター 代表理事 サニー カミヤ）
 
●最近の災害（平成 28（2016）年９月）
 
●災害史探訪 108
伊豆大島、割れ目噴火・全島避難から 30年
（その２）ドキュメント 1986年
（防災情報機構会長 伊藤和明）
 
●災害図上訓練ＤＩＧを活用した災害対策あれこれ㉕
ＤＩＧを介した地域防災のデータベース構築
（常葉大学社会環境学部准教授 小村隆史）

●気象災害から学ぶ 95
気象衛星「水蒸気画像」は「暗域」に注目
（青山学院大学非常勤講師・気象予報士（元気象庁）饒村 曜）
 
●ファイヤーファイターに贈る接遇道 46
新人に贈る接遇道
（㈱エンパワー 21代表取締役 能勢みゆき）
 
●ファイヤーダイアリー 2016 70
着工届出が要らない消防用設備等について
（上萬治己）
 
●（続々々）特命：目で聞け 119番・緊急通報！２
―聴覚障害者用 119番受信 システム構築物語―
（文・那之津マイク／挿絵・締込み虎次）
 
●安全・安心の窓 43 黄門的政策の限界
（防災子）
 
●赤色灯 108 高齢者との災害の関係？
（三代目 辺里鼓舞太）
 
●守り人 55 技術による拡張分野 科学探求と中谷宇吉郎
（文・吉田敏治／イラスト・葛窪真紀子）
 
●日本のこころ 能のおはなし 69 謡曲「野宮」
（荒木慶司）
 
●緊急地震速報・津波警報の多言語辞書 ５
ポルトガル語編
～緊急地震速報の多言語辞書に津波警報の表現を追加～
 
●最近の主な通知〈平成 28年９月２日～平成 28年９月 28日〉
・登載通知＝
光警報装置の設置に係るガイドラインの策定について（通知）（消防予第 264号 平成 28年９月６日）
・消防用設備等に係る執務資料の送付について（通知）（平成 28年９月 13日 消防予第 278号）
・消防職員の厳正な服務規律の確保の徹底について（平成 28年９月 26日 消防消第 185号）

●昇任試験実力養成講座 №597
＝共通（消防士長・消防司令補）、消防司令、小論文〔解説付〕
●予防技術検定模擬テスト №102
＝共通、消防用設備等、防火査察、危険物〔解説付〕
 
〔カラーグラビア〕
●大規模停電を引き起こした送電施設等の火災
●阿蘇山の中岳第一火口で 36年ぶりに爆発的噴火
●第 35回全国消防殉職者慰霊際（（公財）日本消防協会）
●世界初！「地域防災と消防団」国際シンポジウム（（公財）日本消防協会）
●第 25回全国消防操法大会（総務省消防庁／（公財）日本消防協会）
●第 25回全国消防操法大会激励交流会を開催
●国際消防救助隊神奈川県内合同訓練
●平成 28年度緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練
●優マーク創設 10周年記念式典（東京消防庁）
●ドローンを活用した消防活動に関する検証の公開実験（東京消防庁）
●第 18回消防関連機関懇親会 ＣＮＲＪ Fire and Emergency Services 18th Annual 
Friendship Banquet
●BEACH WARRIOR 2016（（一社）Total Beach Sports 他 ／日本警察消防スポーツ連盟）
 
〔ファイヤートピックス〕
●災害現場で活用し、効率的な運用を目指す ドローンの運用を開始
（いわき市消防本部（福島県））
●消防・警察・ＪＲ・医療機関と合同で人身事故とＮＢＣ災害の対応訓練
（君津市消防本部（千葉県））
●消防団員定数充足率 100％を目指す！鉄道会社とコラボポスターを作成
（横浜市消防局）
●消防・警察の安全・迅速な連携を図る 山岳遭難合同救助訓練
（阿賀野市消防本部（新潟県））
●秋の紅葉シーズンを前に警戒の強化と山岳救助訓練
（峡北広域行政事務組合消防本部（山梨県））
●送電設備（地下ケーブルと鉄塔）における災害発生時対応訓練
（笛吹市消防本部（山梨県））
●初任教育修了者 17名に対して火災対応救助の教育訓練
（川西市消防本部（兵庫県））
●Ｘ線透視装置などを備えた鑑識・鑑定室の運用を開始
（奈良県広域消防組合消防本部）

〔消防防災の動向〕
●平成 28年度消防防災科学技術賞受賞作品を発表（総務省消防庁）
●平成 28年度消防庁第２次補正予算（総務省消防庁）
●「１１９番通報の多様化に関する検討会」を開催（総務省消防庁）
●平成 28年度消防設備関係功労者等に係る消防庁長官表彰を発表（総務省消防庁）
●平成 28年５月～９月の熱中症による救急搬送状況（確定値）を公表（総務省消防庁）
●危険物安全週間推進標語を募集（総務省消防庁）
●第 25回全国消防操法大会の結果（総務省消防庁／（公財）日本消防協会）
●平成 28年度防火ポスターコンクールの審査結果を発表（（公財）日本消防協会／全日本消防人共
済会）
●平成 28年度全国消防長会役員会を開催（全国消防長会）
●予防技術検定の実施に関する公示（（一財）消防試験研究センター）
●第 69回「都民の消防官」で５名が受章（東京消防庁）
●第５回「３.11 きづなの会」を開催（３.11 きづなの会事務局）
 
 
〔ファイヤートピックス〕
●防火防災を学ぼう！（岩内・寿都地方消防組合消防本部（署）島牧支署・北海道）
●キュンとするまち。藤沢で大規模救命講習（藤沢市消防局・神奈川県）
●学ぼう応急手当！救おう大切な命。（静岡市消防局・静岡県
）
●救急医療の正しい理解と認識の向上を目指して（城陽市消防本部・京都府）
●心肺蘇生法を学ぶ（枚方寝屋川消防組合消防本部・大阪府）
 
●愉快なキャラクターたちを一日救急隊長に任命！（泉州南広域消防本部・大阪府）
●大阪南医療センターと合同で救急フェア（河内長野市消防本部・大阪府）
●むねのまん中をおす！上からまっすぐおす！（堺市消防局南消防署・大阪府）
●救急の日に伴う行事を開催（西宮市消防局瓦木消防署・兵庫県）
●救急業務の普及を願って救急フェア 2016（うるま市消防本部・沖縄県）
 
●埼玉県防災航空隊と合同水難救助訓練 （三郷市消防本部・埼玉県／流山市消防本部・千葉県）
●海外派遣を想定し国際消防救助隊合同訓練（湖南広域消防局・滋賀県）
●水難救助隊が夜間潜水訓練（京丹後市消防本部・京都府）
●技術と熟練度を高めるはしご車操法技術錬成会（豊中市消防局・大阪府）
●顔の見える関係を築く高齢者福祉施設と合同訓練（北はりま消防組合消防本部多可消防署・兵庫県）
 
●音楽のプレゼント！いきいき防火コンサート（千葉市消防音楽隊・千葉県）

●ためらうことなく胸骨圧迫とＡＥＤを！（船橋市消防局・千葉県）
●職場や家庭の防災リーダーを育成！（西春日井広域事務組合消防本部・愛知県）
●火災原因調査技術研修（松戸市消防局・千葉県）
●給油取扱所の緊急巡回指導を実施！（東京消防庁小平消防署・東京都）
 
●高速道路事故の備え救急研修会を開催（大垣消防組合消防本部・岐阜県）
●消防職員が社会人として初めて学ぶ接遇（静岡県消防学校・静岡県）
●消防活動支援協定を締結（東近江行政組合消防本部・滋賀県）
●救える “いのち” に立ち向かう！（湖南広域消防局・滋賀県）
●知識を高める！ゴミ収集車事故対応研修（久留米広域消防本部久留米消防署・福岡県）
 
●冷静な状況判断により、人命救助に尽力（大津市消防局・滋賀県）
●煙が吹き出すベランダから救助活動（甲賀広域行政組合消防本部水口消防署・滋賀県）
●事業所ぐるみで応急手当の普及に尽力（姫路市消防局・兵庫県）
●大規模災害を想定した図上訓練を実施（三郷市消防団・埼玉県）
●練馬区内消防団合同点検（東京消防庁石神井消防署）
 
●“Negicco” が消防団に体験入団！（新潟県防災局消防課・新潟県）
●力を合わせスクラム組んで火災阻止！（磐田市消防本部／磐田市消防団・静岡県）
●死亡者ゼロを目指せ！掛川市で防災訓練（掛川市消防団・静岡県）
●防災思想の普及に貢献防災担当大臣表彰を受賞（大和市少年消防団・神奈川県）
●少年消防クラブ員が夏季研修で防災を学ぶ（八女消防本部・福岡県）
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〈全国消防最前線 108〉

●平成 27年度消防防災科学技術研究推進制度
通信指令専科教育導入プロジェクト
通信指令専科教育導入プロジェクトによるモデル専科教育
－通信指令業務の実際と展望－
 
●「危険物の規制に関する政令別表第１及び同令別表第２の
総務省令で定める物質及び数量を指定する省令の一部を
改正する省令（案）に対する意見公募の結果及び省令の公布」の概要
（消防庁危険物保安室）
 
●特殊環境下での救助活動をテーマに高度救助隊が考案した救助器具での引揚救助
（松山市消防局）
 
●平城西中学校区で「子どものための心理的応急処置（PFA）」研修会を実施
（奈良市消防局／奈良市消防団）
 
●消防法上の措置命令に係る履行期限の徒過と当該命令の効力についての意見について
（元 佐世保市東消防署長 石田良文）
 
●連鎖する災害 ～台風第 10号が東日本大震災の被災地に
（ジェネスプランニング株式会社 代表取締役 工学博士 三舩康道）
 
●米国の消防に学ぶ 消防職員の不祥事予防の具体的対策
（一般社団法人 日本防災教育訓練センター 代表理事 サニーカミヤ）
 
●石油暖房機の事故件数の推移と事故防止への取組み
（一般社団法人 日本ガス石油機器工業会 石油機器業務委員会委員長 渡辺美幸）
 
●さらなるガスコンロ火災事故の防止に向けて
（一般社団法人 日本ガス石油機器工業会 ガス機器業務委員会委員長 星野克也）
 

●北国の消防現場での防寒対策「肌着一つで、冬の現場がこんなにも変わる！？」
（ルポライター 安藤健一）
 
〔その他消防関連記事〕
●投手・野手の二刀流にちなみ、２枚組の防火ポスターに登場！北海道日本ハムファイターズ 大谷
翔平選手への火災予防感謝状の贈呈式（札幌市消防局）
●〈ご案内〉第 25回全国救急隊員シンポジウム（（一財）救急振興財団）
●本誌連載中の「イグアナ伝吉シリーズ」の著者・那之津マイク氏が九州大学病院で「大規模災害
と消防」について講演
●「外国人来訪者等が利用する施設における避難誘導のあり方等に関する検討部会」を開催（総務省
消防庁）
●「第 47回登録認定機関ＪＥＡ誘導灯認定委員会」等を開催（（一社）日本照明工業会）
 
〔消防評論〕
●消防・防災のさらなる国際化の推進を
 
〔時の視点〕
●南海トラフの新たな地震防災
～どうする 大規模地震対策特別措置法～
 （ＮＨＫ解説委員 山﨑 登）
 
〔連載〕
●災害現場における救助活動のための日本の伝承技 １〈新連載〉
  （今野利弘）
 
●救急活動事例研究②
・ホームページを通じた学習と情報共有
（北海道救急医学会救急隊員部会 ホームページ委員会委員
北見地区消防組合消防本部 髙橋府史
滝川地区広域消防事務組合 粥川正彦
釧路市消防本部 森 豊）
・救急隊員の教育における災害図上訓練（DIG）の活用
（下関市消防局 松下雄一）
 
●今さら聞けない資機材の使い方 44 搬送用資機材
（留萌消防組合留萌消防署 網谷早翔）
 

●解説！消防業務エッセンシャルズ第６改訂版⑯
チャプター 16 消防放水～水と泡の特性を最大限に活かせ !! ～
（㈱日本防災デザインＣＥＯ 熊丸由布治）
 
●よぼうかかり覚書 ９ よぼう事務の根拠と解釈
（消防ＯＢ おがわこうへい）
 
●〈気づく・気遣う・支援する〉３つのステップで始める
要配慮者支援「防災コミュニケーター」12〈最終回〉
防災と災害時要配慮者支援の輪を広げていくために
（NPO 法人MAMA-PLUG 代表 ロー紀子）
 
●今役立つ 消防キーワード（防災編）８
「主体は住民であり、消防は『黒子』に徹する」
「地域には、多種多様な『コミュニティ』が存在する」
（緑川久雄）
 
●考えながら学ぶ違反処理法学 55
（違反処理研究会）
 
●消防官のための地方自治法入門 26 ＝テスト問題付＝
（消防大学校客員教授 関 東一）
 
●消防現場におけるペットの救急処置 ２
消防現場におけるペットの観察処置
（（一社）日本防災教育訓練センター 代表理事 サニー カミヤ）
 
●最近の災害（平成 28（2016）年９月）
 
●災害史探訪 108
伊豆大島、割れ目噴火・全島避難から 30年
（その２）ドキュメント 1986年
（防災情報機構会長 伊藤和明）
 
●災害図上訓練ＤＩＧを活用した災害対策あれこれ㉕
ＤＩＧを介した地域防災のデータベース構築
（常葉大学社会環境学部准教授 小村隆史）

●気象災害から学ぶ 95
気象衛星「水蒸気画像」は「暗域」に注目
（青山学院大学非常勤講師・気象予報士（元気象庁）饒村 曜）
 
●ファイヤーファイターに贈る接遇道 46
新人に贈る接遇道
（㈱エンパワー 21代表取締役 能勢みゆき）
 
●ファイヤーダイアリー 2016 70
着工届出が要らない消防用設備等について
（上萬治己）
 
●（続々々）特命：目で聞け 119番・緊急通報！２
―聴覚障害者用 119番受信 システム構築物語―
（文・那之津マイク／挿絵・締込み虎次）
 
●安全・安心の窓 43 黄門的政策の限界
（防災子）
 
●赤色灯 108 高齢者との災害の関係？
（三代目 辺里鼓舞太）
 
●守り人 55 技術による拡張分野 科学探求と中谷宇吉郎
（文・吉田敏治／イラスト・葛窪真紀子）
 
●日本のこころ 能のおはなし 69 謡曲「野宮」
（荒木慶司）
 
●緊急地震速報・津波警報の多言語辞書 ５
ポルトガル語編
～緊急地震速報の多言語辞書に津波警報の表現を追加～
 
●最近の主な通知〈平成 28年９月２日～平成 28年９月 28日〉
・登載通知＝
光警報装置の設置に係るガイドラインの策定について（通知）（消防予第 264号 平成 28年９月６日）
・消防用設備等に係る執務資料の送付について（通知）（平成 28年９月 13日 消防予第 278号）
・消防職員の厳正な服務規律の確保の徹底について（平成 28年９月 26日 消防消第 185号）

●昇任試験実力養成講座 №597
＝共通（消防士長・消防司令補）、消防司令、小論文〔解説付〕
●予防技術検定模擬テスト №102
＝共通、消防用設備等、防火査察、危険物〔解説付〕
 
〔カラーグラビア〕
●大規模停電を引き起こした送電施設等の火災
●阿蘇山の中岳第一火口で 36年ぶりに爆発的噴火
●第 35回全国消防殉職者慰霊際（（公財）日本消防協会）
●世界初！「地域防災と消防団」国際シンポジウム（（公財）日本消防協会）
●第 25回全国消防操法大会（総務省消防庁／（公財）日本消防協会）
●第 25回全国消防操法大会激励交流会を開催
●国際消防救助隊神奈川県内合同訓練
●平成 28年度緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練
●優マーク創設 10周年記念式典（東京消防庁）
●ドローンを活用した消防活動に関する検証の公開実験（東京消防庁）
●第 18回消防関連機関懇親会 ＣＮＲＪ Fire and Emergency Services 18th Annual 
Friendship Banquet
●BEACH WARRIOR 2016（（一社）Total Beach Sports 他 ／日本警察消防スポーツ連盟）
 
〔ファイヤートピックス〕
●災害現場で活用し、効率的な運用を目指す ドローンの運用を開始
（いわき市消防本部（福島県））
●消防・警察・ＪＲ・医療機関と合同で人身事故とＮＢＣ災害の対応訓練
（君津市消防本部（千葉県））
●消防団員定数充足率 100％を目指す！鉄道会社とコラボポスターを作成
（横浜市消防局）
●消防・警察の安全・迅速な連携を図る 山岳遭難合同救助訓練
（阿賀野市消防本部（新潟県））
●秋の紅葉シーズンを前に警戒の強化と山岳救助訓練
（峡北広域行政事務組合消防本部（山梨県））
●送電設備（地下ケーブルと鉄塔）における災害発生時対応訓練
（笛吹市消防本部（山梨県））
●初任教育修了者 17名に対して火災対応救助の教育訓練
（川西市消防本部（兵庫県））
●Ｘ線透視装置などを備えた鑑識・鑑定室の運用を開始
（奈良県広域消防組合消防本部）

〔消防防災の動向〕
●平成 28年度消防防災科学技術賞受賞作品を発表（総務省消防庁）
●平成 28年度消防庁第２次補正予算（総務省消防庁）
●「１１９番通報の多様化に関する検討会」を開催（総務省消防庁）
●平成 28年度消防設備関係功労者等に係る消防庁長官表彰を発表（総務省消防庁）
●平成 28年５月～９月の熱中症による救急搬送状況（確定値）を公表（総務省消防庁）
●危険物安全週間推進標語を募集（総務省消防庁）
●第 25回全国消防操法大会の結果（総務省消防庁／（公財）日本消防協会）
●平成 28年度防火ポスターコンクールの審査結果を発表（（公財）日本消防協会／全日本消防人共
済会）
●平成 28年度全国消防長会役員会を開催（全国消防長会）
●予防技術検定の実施に関する公示（（一財）消防試験研究センター）
●第 69回「都民の消防官」で５名が受章（東京消防庁）
●第５回「３.11 きづなの会」を開催（３.11 きづなの会事務局）
 
 
〔ファイヤートピックス〕
●防火防災を学ぼう！（岩内・寿都地方消防組合消防本部（署）島牧支署・北海道）
●キュンとするまち。藤沢で大規模救命講習（藤沢市消防局・神奈川県）
●学ぼう応急手当！救おう大切な命。（静岡市消防局・静岡県
）
●救急医療の正しい理解と認識の向上を目指して（城陽市消防本部・京都府）
●心肺蘇生法を学ぶ（枚方寝屋川消防組合消防本部・大阪府）
 
●愉快なキャラクターたちを一日救急隊長に任命！（泉州南広域消防本部・大阪府）
●大阪南医療センターと合同で救急フェア（河内長野市消防本部・大阪府）
●むねのまん中をおす！上からまっすぐおす！（堺市消防局南消防署・大阪府）
●救急の日に伴う行事を開催（西宮市消防局瓦木消防署・兵庫県）
●救急業務の普及を願って救急フェア 2016（うるま市消防本部・沖縄県）
 
●埼玉県防災航空隊と合同水難救助訓練 （三郷市消防本部・埼玉県／流山市消防本部・千葉県）
●海外派遣を想定し国際消防救助隊合同訓練（湖南広域消防局・滋賀県）
●水難救助隊が夜間潜水訓練（京丹後市消防本部・京都府）
●技術と熟練度を高めるはしご車操法技術錬成会（豊中市消防局・大阪府）
●顔の見える関係を築く高齢者福祉施設と合同訓練（北はりま消防組合消防本部多可消防署・兵庫県）
 
●音楽のプレゼント！いきいき防火コンサート（千葉市消防音楽隊・千葉県）

●ためらうことなく胸骨圧迫とＡＥＤを！（船橋市消防局・千葉県）
●職場や家庭の防災リーダーを育成！（西春日井広域事務組合消防本部・愛知県）
●火災原因調査技術研修（松戸市消防局・千葉県）
●給油取扱所の緊急巡回指導を実施！（東京消防庁小平消防署・東京都）
 
●高速道路事故の備え救急研修会を開催（大垣消防組合消防本部・岐阜県）
●消防職員が社会人として初めて学ぶ接遇（静岡県消防学校・静岡県）
●消防活動支援協定を締結（東近江行政組合消防本部・滋賀県）
●救える “いのち” に立ち向かう！（湖南広域消防局・滋賀県）
●知識を高める！ゴミ収集車事故対応研修（久留米広域消防本部久留米消防署・福岡県）
 
●冷静な状況判断により、人命救助に尽力（大津市消防局・滋賀県）
●煙が吹き出すベランダから救助活動（甲賀広域行政組合消防本部水口消防署・滋賀県）
●事業所ぐるみで応急手当の普及に尽力（姫路市消防局・兵庫県）
●大規模災害を想定した図上訓練を実施（三郷市消防団・埼玉県）
●練馬区内消防団合同点検（東京消防庁石神井消防署）
 
●“Negicco” が消防団に体験入団！（新潟県防災局消防課・新潟県）
●力を合わせスクラム組んで火災阻止！（磐田市消防本部／磐田市消防団・静岡県）
●死亡者ゼロを目指せ！掛川市で防災訓練（掛川市消防団・静岡県）
●防災思想の普及に貢献防災担当大臣表彰を受賞（大和市少年消防団・神奈川県）
●少年消防クラブ員が夏季研修で防災を学ぶ（八女消防本部・福岡県）
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